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対象：全国 59 中核拠点病院のうち 2013 年現在で
中核相談事業を導入している 35 病院において，
中核相談員として登録されている 52 名の相談員。
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（３）結果
　2014 年 1 月 20 日時点で，配布数は 52 で，回収











年数は 1－5 年が多い（63%）（図 1－1）。HIV カ
ウンセラーとしては 1－5 年（38%），6－10 年（33%）































　在籍 HIV 患者数は 1－50 人（33%），100 人以上




















































上（44%） が 多 く，51 －100 件（16%），11 ～ 50





















































































































































































































































































均年数は 4.9 年，HIV カウンセリングの平均年数
は 8.9 年，担当ケース数の平均は 46.3 件であった。
２）業務環境








































































































































































心理的支援 ( ６） 感情の安定化，病気の受容，代弁者や橋渡しの役割，精
神科連携や入院中のフォローで安心された，うつの方が
「救われた」






























































































































































































































































































































































































































































代表者 / 伊藤俊広）分担研究「HIV 包括ケア体
制の整備－カウンセラーの立場から－」（研究



























（ 2 ） 正式名称は HIV 感染者等保険福祉相談事業
であるが，一般に中核相談事業で通ってい
るので本稿でもこれを用いる。（資料 2 参照）
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【資料２】HIV 感染者等保健福祉相談事業実施要綱（エイズ中核拠点病院相談事業）
　　　　（公益法人エイズ予防財団）（一部抜粋）
4　事業内容
（1）相談事業
　感染者等からの保健福祉に関する相談に応じ，心理的・社会的不安の解消に努めるものとし，次の業
務を行う。
ア　院内への相談員の配置（医療心理の専門家が望ましい）
イ　感染者等からの心理的・社会的な問題に関する相談への対応
ウ　家族等に対する二次感染の防止及び感染者の健康管理上の問題に関する相談への対応
エ　院内でのチーム医療への協力
オ　県内エイズ中核拠点病院や保健所との相談体制整備への協力
